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くらしの総合相談所開設のお知らせ

日にち 時　間 場　　　　　所
相談内容 相談方法

人権 行政 一般 福祉 法律 来所 電話

３月12日（木） 10時～12時 修道せせらぎ文化センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
４月９日（木） 上殿コミュニティセンター 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

相談無料 秘密厳守

（※法律相談は事前予約をお願いします）

赤い羽根共同募金　配分希望団体募集!!

じぶんの町をよくするしくみ

　みなさまから寄せられた善意のある共同募金を、地域の福祉推進・地域づくり・福祉向上のた
めに活動するグループや団体・自治振興会などに配分します。

配分金額

受付期間

応募方法

配分決定

１団体５万円以内
令和８年３月１日～４月15日
・所定の様式に必要事項を記入し、安芸太田町社会福祉協
　議会に提出してください。
・様式はホームページからもダウンロードできます。
・資料の送付を希望される方は、本会までご連絡ください。

審査委員会で書類審査のうえ、決定します。

❖高齢の方のために
❖障がいのある方のために
❖児童の健全育成のために
❖地域福祉の推進のために
❖ボランティア活動のために

【問い合わせ先】
安芸太田町共同募金委員会 （筒賀福祉センター内）
■電　　　　話／32－2226
■ホームページ／http://www.akiota-shakyo.jp/

募金の
使い道

★本会ホームページをリニューアルします。
　３月中（日にち未定）に、現在のホームページから新しいホームページとなります。
　リニューアルでは、住民のみなさまへ本会各種福祉事業及び福祉サービスについて情報発信がこ
　れまで以上に届けれるよう、各種機能とデザインの刷新を行います。
　これからも住民のみなさまへ有益な情報を発信していけるよう、努めてまいります。
　今後とも、よろしくお願い申し上げます。
　この事業は、一部を赤い羽根共同募金の配分金を活用しております。
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各団体　３月以降の行事 ・ 活動紹介

新年度 2026（R8）年度 総会開催計画紹介
団　体 予定日時 時　間 場　所 教　室

シニアクラブ連合会 4月25日㈯
午前10時
から

川・森・文化・交流センター ３階 エコ学習室
安 芸 太 田 町 遺 族 会 5月19日㈫ 筒賀福祉センター １階 集会室
身体障害者福祉協会 5月22日㈮ 筒賀福祉センター １階 集会室
原 爆 被 害 者 の 会 5月28日㈭ 筒賀福祉センター １階 集会室

■開催日／３月18日（水）
■時　間／戸河内会場　9：30～　
　　　　　（安芸太田町地域支援センター）
　　　　　加 計 会 場　13：30～　
　　　　　（川・森・文化・交流センター）
■定　員／各会場30人まで

シニア健康大学 開校中!!

♦日　時／４月25日（土）
　　　　　　13：30から
♦場　所／川・森・文化・交流センター
　　　　　やまびこホール
♦講　師／安佐医師会病院
　　　　　　　　　院長　土　手　慶　五 先生
♦内　容／「はよ～お迎えがくりゃ～ええのに」
　　　　　（仮題）～医者が見たさまざまなお迎え～

♦日　時／５月28日（木）
　　　　　　13：30から
♦場　所／筒賀福祉センター
　　　　　大会議室
♦講　師／被爆体験伝承者　
　　　　　　　　井　上　つぐみ 様
♦内　容／被爆体験伝承講話

講演会開催予定のお知らせ

■開催日／４月５日（日）
■場　所／広島護国神社　　
■参加費／2,000円
■募　集／３月10日（火）から受付を開始しま
　　　　　す。開催案内の通知は送付しませ
　　　　　んので直接事務局 ☎32ー2226
　　　　　へ電話でお申し込みください。

シニアクラブ連合会 安芸太田町　遺族会

春季例大祭　団体参拝

シニアクラブ連合会 原爆被害者の会



広島県石材工業協同組合加盟店
安芸太田町津浪11－1

☎（0826）23－1084
吉村石材店
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生活福祉資金
情報QRコード

生活や仕事にお困りの方、自立相談支援窓口にご相談ください。
♦家計・生活のこと ♦住居のこと
◉心が不安定で人との関わりが苦手でひきこもりがち。
◉病気になり今後の生活が不安。
◉借金や滞納があって生活が苦しい。

♦仕事のこと
◉離職してから、再就職ができない。
◉人間関係が苦手で仕事が続かない。
◉働く自信がない。

◉失業により収入がなくなり、家賃が払えない。
◉住むところがない

※お話しを詳しくお聞きし、解決に
　向けて一緒に考え、寄り添いなが
　ら支援していきます。
※どこに相談してよいかわからない
　ことも気軽にご相談ください。



加計店
☎ （0826）22－1313
（0826）22－2206

自宅・寺院・集会所・広島市西風館

北広島葬祭安芸太田店
安芸太田町上殿170－1

☎（0826）28ー 1999
各病院等～御遺体搬送24時間受付
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　門松は、新年に家を訪れる年神様を迎えるための「目印」
で、縁起物としてお正月を象徴する風物詩です。家族の健
康や長寿を願う意味が込められています。
　毎年、筒賀高齢者生活福祉センター「ひまわり」に飾っ
ていただいています。

今年も宮本敏さんと的代忠さんに、

門松を設置していただきました！

　昨年12月、戸河内・筒賀の２つの小規模多機能型居宅介護事業所で、報恩講を執り行いました。
　法話に耳を傾けながら、穏やかで尊い時間を過ごしました。ご来所いただいた住職方に心から感謝
申し上げます。

報恩講について

小規模多機能型居宅介護事業所「ふれあい」 小規模多機能型居宅介護事業所「ひまわり」

12月16日（火）
専正寺　住職
武山晃隆様

ありがとうございました！

12月17日（水）
宗玄寺　住職
林　文麿様

12月19日（金）
正音寺　住職
大江　眞様

雪遊びイベント開催！　
　令和８年２月１日（日）、東野２丁目町内会（広島市安佐南区）の皆さんが安芸太田町に来られ、雪
遊びイベントを通して交流しました。雪が例年より少ないこともあって当日まで不安でしたが、予定
　　　　　　　　　　　　　　　どおり開催することができて一安心。
　　　　　　　　　　　　　　　　30人を超える子どもの参加があり、前半は加計高校生が中心にな
　　　　　　　　　　　　　　　ってレクリエーションを行い、昼食は参加者全員で豚汁とおにぎり
　　　　　　　　　　　　　　　を食べました。そして、午後からはメインの雪遊び。子どもたちと
　　　　　　　　　　　　　　　大人も交じって雪合戦やかまくら作り、ソリ遊びなど、時間いっぱ
　　　　　　　　　　　　　　　い体力の続く限り雪遊びを楽しめたようです。市町を超えた貴重な
　　　　　　　　　　　　　　　交流の機会になり、充実感を感じられる冬の１日となりました。



アマンダ オリビア
安芸太田町に来てびっく
りしたこと

・コンビニが遠くて、バスが少ないこと
・雪が多く、景色がきれい

・自然がとてもきれい
・山や川が多くて、空気もきれいで心が落ち着く

好きな日本語は？ ・「おつかれさま」やさしい言葉だと思う
　仕事の後に使います ・「ありがとう」優しくて相手を思いやる言葉

日本の好きな食べもの ・唐揚げとお寿司
・汁物 ・お寿司とおにぎり

行ってみたい場所 ・富士山に登りたい
・大阪、東京、白川郷、江の島

・渋谷と大阪、沖縄
・日本の文化や街の雰囲気を見てみたい

休日の過ごし方 ・料理や掃除
・広島の街へ買い物や散歩に出かけます

・日本語の復習
・家族とテレビ電話をすることもある

特技 ・お菓子づくり ・料理作り（インドネシア料理）

今夢中になっていること ・お菓子づくり
・日本のポットキャストを聞いたり、お出かけすること

・日本語の勉強と動画を見ること
・日本の文化を知ることが楽しい
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海 外 か ら の 職 員 紹 介
　令和７年４月、インドネシアから介護員として、オリビアさんとアマンダさんを迎え、も
うすぐ１年となります。介護福祉分野は、全国的に職員確保が難しく、海外からの人材を積
極的に受け入れている状況です。
　町内の介護施設においてもさまざまな国から人材を受け入れられています。本会の介護サ
ービス事業でも職員不足や高年齢化のため、長期的に安定したサービス提供が続けられるよ
う人材確保・育成を目的に２人を採用することにしました。
　受入に関して、心配していたのは、語学力と日常生活面です。言葉や文化も違う異国で、
生活し続けられるかと…特に都市部とは違い、地域との付き合いは。地域の方々に受け入れ
ていただけるか、また本人たちが進んで交流の場へ参加できるだろうかと不安を抱いていました。しかし彼女たち
の明るく、何にでも積極的に取り組む姿勢もあり、自治会の集まりへ参加しました。地域の方々は多少の戸惑いは
あったと思いますが、彼女たちを温かく迎え入れてくださいました。自治会活動（お花見会やグラウンド・ゴルフ）
等を通じて親交を深めました。２人の暮らす家の隣の方は、普段から気にかけてくださり、何かと助けていただい
ています。
　外国人労働者の課題としては、仕事が定着しない、または生活環境に適応できないことで離職することですが、
今現在は落ち着いて生活し、職場では明るく働いてくれています。これは、ご利用者様や地域の方々が温かく迎え
入れ、そして支えによるものと感謝しています。
　町内でも多くの産業で外国人人材を雇用されています。今後もより私たちの暮らしに身近な存在になっていくこ
とと思います。言葉や文化など様々な違いはありますが、同じまちや地域で暮らす仲間として、お互いに助け合い
支え合う関係づくりをすすめ、地域共生・多文化共生のまちにしていく必要があります。
　２人にインタビューしました。安芸太田町の印象や今後の目標などを紹介します。２人を見かけられたら、ぜひ
お声がけください。

※ポットキャストとは、インターネット上の音声コンテンツです。

アマンダ オリビア




